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【
要
旨
】

　
中
世
、
熊
野
水
軍
は
海
を
舞
台
に
活
発
に
活
動
し
た
が
、
そ
の
範
囲
は
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
中
国
大
陸
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
熊
野
水
軍
＝
紀
南
の
水
軍
領
主
が
、
南
北
朝
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
、
室
町
幕
府
や
守
護
と

ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
び
、
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。

　
南
北
朝
の
初
め
、
紀
南
の
水
軍
領
主
の
多
く
は
、
南
朝
に
与
し
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
南
北
朝
動
乱
の
初
期
に
、
太

平
洋
の
交
通
路
を
南
朝
方
が
掌
握
し
て
い
た
か
ら
と
見
ら
れ
る
。
室
町
幕
府
が
各
地
の
南
朝
勢
力
を
追
討
す
る
と
と
も
に
、
紀

南
の
水
軍
領
主
も
幕
府
方
に
つ
く
者
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
一
部
は
南
北
朝
の
動
乱
が
終
わ
っ
て
も
、
室
町
幕
府
に

従
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
安
宅
氏
・
周
参
見
氏
は
幕
府
直
属
の
国
人
と
な
っ
た
が
、
小
山
氏
は
守
護
被
官
の
国
人

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
室
町
幕
府
に
帰
参
し
た
時
期
が
左
右
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
十
五
世
紀
に
な
る
と
、
紀
南
の
水
軍
領
主
は
幕
府
・
守
護
体
制
下
で
自
由
な
活
動
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
十
五
世
紀
半
ば
以

降
、
守
護
畠
山
氏
の
家
督
紛
争
が
激
化
す
る
と
、
小
山
氏
・
安
宅
氏
等
紀
南
の
水
軍
領
主
は
、
正
守
護
の
下
で
活
動
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
応
の
政
変
で
将
軍
権
力
が
分
裂
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
幕

府
・
守
護
体
制
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
十
六
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
守
護
関
係
の
文
書
が
「
小
山
家
文
書
」
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
室
町
幕
府

が
中
絶
す
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
頃
か
ら
熊
野
水
軍
の
自
由
な
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
部

は
関
東
の
後
北
条
氏
の
家
臣
と
な
っ
て
い
る
。
紀
南
の
水
軍
領
主
は
、
南
北
朝
期
か
ら
の
水
軍
と
し
て
の
本
質
を
保
ち
な
が

ら
、
戦
国
期
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

紀
伊
守
護
と
紀
南
の
水
軍
領
主
弓
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中
世
熊
野
水
軍
の
研
究
が
進
む
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
年
間
に
行
わ
れ
た
紀

南
地
方
の
自
治
体
史
編
纂
事
業
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
特
に
二
〇
〇
五
年
に
刊

行
さ
れ
た
『
日
置
川
町
史
』（
第
一
巻
　
中
世
編
）
が
一
つ
の
画
期
に
な
っ
た
と
言

え
よ
う
。『
日
置
川
町
史
』
で
は
、
そ
れ
ま
で
部
分
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
「
久
木

小
山
家
文
書
」「
神
宮
寺
小
山
家
文
書
」「
西
向
小
山
家
文
書
」「
善
妙
寺
文
書
」
と

い
っ
た
小
山
氏
関
係
の
史
料
や
、「
安
宅
文
書
」
な
ど
安
宅
氏
関
係
の
史
料
を
取
り

ま
と
め
て
収
録
し
た
。『
日
置
川
町
史
』
で
は
、「
久
木
小
山
家
文
書
」「
神
宮
寺
小

山
家
文
書
」
を
、
影
写
本
で
翻
刻
し
た
ば
か
り
か
、『
紀
伊
続
風
土
記
』（
古
文
書
の

部
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
影
写
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
文
書
を
、『
紀
伊
続
風

土
記
』（
古
文
書
の
部
）
の
も
と
と
な
っ
た
「
牟
婁
郡
古
文
書
」（
国
文
学
研
究
資
料

館
蔵
）
か
ら
翻
刻
す
る
な
ど
し
て
、「
小
山
家
文
書
」
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
城
郭
関
係
の
資
料
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
日
置
川
町
史
』

は
、
小
山
氏
・
安
宅
氏
の
研
究
を
行
う
上
で
、
定
本
と
も
言
え
る
重
要
な
文
献
で
あ

る
。

　『
日
置
川
町
史
』
の
成
果
の
上
に
た
っ
て
、
高
橋
修
氏
ら
は
二
〇
〇
九
年
『
熊
野

水
軍
の
さ
と
』
を
刊
行
し
、
文
献
史
学
の
み
な
ら
ず
、
考
古
学
・
城
郭
史
・
民
俗
学

等
の
多
彩
な
立
場
か
ら
、
熊
野
水
軍
の
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
実
像
に
迫
っ
た
。『
熊

野
水
軍
の
さ
と
』
で
は
、
安
宅
氏
・
小
山
氏
等
熊
野
水
軍
を
構
成
す
る
武
士
を
、
水

軍
領
主
と
規
定
し
た
。
こ
れ
は
、
広
く
関
東
か
ら
中
国
大
陸
に
ま
で
活
動
す
る
熊
野

水
軍
が
、
在
地
領
主
の
枠
組
み
に
当
て
は
ま
ら
な
い
一
方
で
、
山
林
を
支
配
す
る
在

地
領
主
と
し
て
の
顔
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
も
、
小
山
氏
・
安
宅
氏

等
熊
野
の
武
士
に
対
し
て
は
、
高
橋
氏
ら
の
研
究
成
果
に
従
っ
て
、
水
軍
領
主
の
語

を
国
人
領
主
と
と
も
に
使
用
す
る
。

　
以
上
の
研
究
成
果
の
上
に
た
っ
て
、
本
稿
で
は
、
南
北
朝
か
ら
室
町
・
戦
国
時
代

に
か
け
て
の
、
紀
南
の
水
軍
領
主
と
、
幕
府
・
守
護
権
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に

　
南
北
朝
か
ら
室
町
・
戦
国
（
広
義
の
室
町
時
代
）
に
か
け
て
の
熊
野
の
武
士
と
、

室
町
幕
府
や
紀
伊
守
護
家
と
の
関
係
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
存
在
す
る
。
熊

野
地
域
の
武
士
は
、
熊
野
水
軍
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
各
種
記
録
類
・
古
文
書
か
ら

軍
記
物
ば
か
り
か
、
中
国
の
記
録
に
ま
で
登
場
す
る
が
、
そ
の
存
在
形
態
が
解
明
さ

れ
た
と
は
言
い
難
い
状
況
が
長
く
続
い
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、『
紀
伊
続
風
土
記
』（
古
文
書
之
部
）
に
は
、
熊
野
水
軍
や
梶
原
氏
な

ど
紀
伊
の
水
軍
に
関
す
る
史
料
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
関
東
の
北
条
氏

康
の
感
状
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
北
条
氏
康
の
感
状
と
紀
伊
の
水
軍
の
関
係
を
指

摘
し
た
の
は
、
一
九
七
七
年
の
石
田
晴
男
氏
の
論
文
で
あ
っ
（
（
（

た
。
た
だ
、
石
田
氏
の

指
摘
は
、
前
掲
論
文
中
の
注
釈
で
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
本

格
的
な
論
証
は
、
一
九
九
二
年
の
永
原
慶
二
氏
の
論
考
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
（
（
（

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
戦
国
時
代
に
大
名
の
領
国
を
越
え
て
活
動
す
る

紀
伊
の
水
軍
の
姿
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
熊
野
水
軍
の
一
翼
を
担
う
小
山
氏
関
係
の
史
料
と
し
て
、「
小
山
家
文
書
」
が
存

在
す
る
。
な
お
、「
小
山
家
文
書
」
の
全
体
像
は
本
報
告
書
の
解
題
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。
以
前
よ
り
「
小
山
家
文
書
」
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』（
古
文
書
之
部
）
に

翻
刻
さ
れ
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
に
収
録
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
存
在
は
研

究
者
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
小
山
家
文
書
」
の
原
本
の
所
在
は
分

か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
小
山
家
文
書
」
の
中
で
も
「
西
向
小
山
家
文
書
」

は
、
網
野
善
彦
氏
に
よ
っ
て
原
本
の
存
在
が
公
表
さ
れ
、
中
世
文
書
の
全
容
が
明
ら

か
に
さ
れ
（
（
（
た
。
だ
が
こ
の
時
点
で
、「
久
木
小
山
家
文
書
」「
神
宮
寺
小
山
家
文
書
」

は
原
本
の
所
在
が
不
明
で
あ
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
（
以
下
、
影
写
本

と
略
す
）
は
自
治
体
史
等
で
部
分
的
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
全
容
は
分
か
っ

て
い
な
か
っ
た
。

106



　
さ
て
、
小
山
氏
の
動
向
で
あ
る
が
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
二
月
に
南
朝
の
一

員
と
し
て
、「
和
州
峠
発
陣
」
し
た
と
「
久
木
小
山
氏
系
図
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
の
十
二
月
に
は
、
畠
山
国
清
・
義
深
兄
弟
が
、
紀
伊
の
南
朝
追
討
の
た
め
、

京
都
を
発
し
て
い
る
。
だ
が
、
畠
山
国
清
・
義
深
兄
弟
は
、
紀
伊
平
定
後
の
康
安
元

年
（
一
三
六
一
）
十
一
月
に
失
脚
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
紀
伊
で
は
、
南
朝
勢
力
が

再
度
復
活
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
か
、
小
山
氏
は
南
朝
方
で
あ
っ
た
と
見
ら

れ
、
天
授
五
年
（
一
三
七
九
）
八
月
九
日
付
「
長
慶
天
皇
口
宣
案
」
が
「
久
木
小
山

家
文
書
」【
一
五
一
号
】
に
見
え
る
。
ま
た
、
正
平
二
十
一
年
（
一
三
六
六
）
二
月

か
ら
三
月
に
か
け
て
、
小
山
実
隆
ら
が
南
朝
方
と
し
て
田
辺
口
を
攻
め
て
い
（
（
（

る
。

　
一
方
、
弘
和
三
年
（
一
三
八
三
）
八
月
二
十
八
日
付
行
氏
打
渡
状
に
「
久
木
小
山

殿
普
子
三
人
」
と
見
え
（
（
（

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
弘
和
三
年
に
は
、
久
木
小
山
氏
が
成

立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
久
木
氏
と
小
山
氏
の
関
係
で
あ
る
が
、
確
実
な
史
料

が
存
在
し
な
い
の
で
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
姻
戚
関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
何
ら
か
の
事
情
で
久
木
氏
の
男
系
が
断
絶
し
た
た
め
、
姻
戚
関
係
に
あ

っ
た
小
山
氏
が
、
久
木
氏
の
所
領
を
入
手
し
、
本
拠
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の

状
況
を
勘
案
す
る
と
、
久
木
氏
は
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
に
幕
府
方
に
帰
参
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
南
朝
方
の
小
山
姓
に
改
姓
す
る
と
は
考
え
に
く
い

の
で
は
な
い
か
。

　「
小
山
家
文
書
」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
年
号
か
ら
考
察
す
る
と
、
弘
和
三
年
（
一

三
八
三
）
は
南
朝
年
号
で
あ
る
が
、
南
北
朝
合
一
間
近
に
な
る
と
康
応
二
年
（
一
三

九
〇
）
の
北
朝
年
号
を
記
し
た
田
地
売
券
が
見
え
る
よ
う
に
な
（
（
（

る
。
在
地
の
文
書
に

幕
府
方
の
北
朝
年
号
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
紀
南
の
地
に
も
幕
府
権
力
が
浸
透
し
た

証
左
と
な
ろ
う
。

　
次
に
安
宅
氏
の
動
向
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
安
宅
氏
は
、
小
山
氏
に
比
べ
て
残

さ
れ
た
史
料
が
少
な
い
た
め
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。「
安
宅
文
書
」
か
ら
見

て
み
る
と
、
観
応
の
擾
乱
の
頃
ま
で
の
文
書
は
北
朝
年
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、
安
宅

氏
は
北
朝
（
幕
府
）
方
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

一
　
南
北
朝
期
の
熊
野
水
軍

　
紀
伊
の
場
合
、
守
護
職
が
畠
山
氏
の
世
襲
と
な
る
の
は
、
応
永
の
乱
で
畠
山
基
国

が
守
護
に
補
任
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
。
だ
が
、
紀
南
の
水
軍
領
主
と
、
幕
府
・
守
護

権
力
と
は
、
南
北
朝
の
動
乱
を
通
し
て
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
南
北

朝
の
動
乱
か
ら
山
名
・
大
内
氏
が
守
護
で
あ
っ
た
時
期
の
動
向
を
検
討
す
る
こ
と

は
、
紀
伊
が
畠
山
氏
分
国
と
な
っ
た
時
期
の
紀
南
の
水
軍
領
主
と
幕
府
・
守
護
権
力

と
の
関
係
を
見
る
上
で
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
よ
っ
て
本
節

で
は
、
南
北
朝
の
動
乱
か
ら
応
永
の
乱
で
大
内
義
弘
が
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
の
状
況
に

つ
い
て
、
述
べ
て
い
き
た
い
。

　
南
北
朝
の
動
乱
が
始
ま
る
と
、
熊
野
水
軍
は
概
ね
南
朝
に
与
し
て
活
動
し
た
。
こ

れ
は
太
平
洋
の
交
通
路
を
南
朝
方
が
掌
握
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
深
い
と
見
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
室
町
幕
府
方
が
南
朝
を
圧
倒
し
て
い
く
と
、
紀
伊
で
も
幕
府
方
が

優
勢
に
な
り
、
貞
和
年
間
（
一
三
四
五
～
五
〇
）
に
な
る
と
、
安
宅
氏
は
幕
府
方
と

し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
観
応
の
擾
乱
で
状
況
は
一
変
し
た
。
各
地
で
南
朝
勢
力
が
復
活
す
る
の

に
呼
応
し
て
、
紀
伊
で
も
南
朝
勢
力
が
復
活
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
幕

府
は
、
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）、
か
つ
て
紀
伊
守
護
で
あ
っ
た
畠
山
国
清
と
弟
の

義
深
を
紀
伊
に
派
遣
し
、
南
朝
勢
力
の
平
定
を
実
施
し
た
。
軍
事
行
動
を
進
め
る
中

で
、
牟
婁
郡
分
郡
守
護
に
就
任
し
た
畠
山
義
深
は
、
牟
婁
郡
富
田
荘
に
軍
を
進

め
（
（
（
た
。

　
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
五
月
七
日
、
畠
山
義
深
は
平
城
合
戦
に
お
け
る
久
木
八

郎
の
働
き
に
対
し
て
感
状
を
与
え
（
（
（

た
。
さ
ら
に
同
年
六
月
一
日
、
畠
山
義
深
は
久
木

八
郎
に
対
し
、「
富
田
庄
内
自
河
東
地
頭
・
領
家
・
沙
汰
人
等
之
跡
」
を
「
料
所
」

と
し
て
宛
行
っ
て
い
（
（
（
る
。
こ
の
よ
う
に
、
久
木
八
郎
が
守
護
か
ら
知
行
を
宛
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
久
木
八
郎
が
守
護
被
官
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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義
弘
は
、
応
永
六
年
十
月
に
は
応
永
の
乱
を
起
こ
し
て
お
り
、
小
山
八
郎
に
地
頭
職

を
宛
行
っ
た
十
一
月
の
時
点
で
は
、
謀
反
人
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
事
例
は
、
小
山

氏
が
守
護
大
内
義
弘
の
被
官
に
な
り
、
そ
の
命
を
受
け
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。

　
明
徳
の
乱
か
ら
応
永
の
乱
に
か
け
て
、
紀
伊
の
守
護
は
、
山
名
氏
か
ら
大
内
氏
・

畠
山
氏
へ
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
。
小
山
氏
は
守
護
被
官
に
な
っ
た
と
は
言

え
、
守
護
の
任
国
支
配
に
登
用
さ
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か

ら
、
守
護
が
変
わ
っ
て
も
、
小
山
氏
は
知
行
を
没
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
乗
り
切
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
南
北
朝
の
動
乱
を
通
し
て
、
紀
南
で
も
次
第
に
守
護
権
力
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
だ
が
、
南
朝
勢
力
が
山
間
部
を
中
心
に
存
続
し
た
こ
と
と
、
明
徳
の
乱
・

応
永
の
乱
と
い
っ
た
戦
乱
で
守
護
が
交
替
し
た
こ
と
は
、
室
町
時
代
の
守
護
支
配
に

影
響
を
与
え
た
と
言
え
よ
う
。

二
　
紀
南
国
人
の
組
織
化

　
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
の
応
永
の
乱
に
よ
っ
て
、
紀
伊
守
護
に
就
任
し
た
の
が

畠
山
基
国
で
あ
る
。
守
護
畠
山
基
国
は
守
護
所
を
名
草
郡
大
野
に
置
く
と
と
も
に
、

紀
南
支
配
の
拠
点
を
日
高
郡
南
部
に
置
い
た
。
畠
山
基
国
の
時
点
で
は
、
牟
婁
郡
に

支
配
拠
点
を
置
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
畠
山
基
国
が
、
紀
南
の
在
地
領
主

に
発
給
し
た
文
書
が
、「
小
山
家
文
書
」「
安
宅
文
書
」
等
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

　
畠
山
基
国
の
子
満
家
の
頃
に
な
る
と
、
紀
伊
の
状
況
も
安
定
し
、
満
家
は
牟
婁
郡

の
要
衝
田
辺
に
支
配
拠
点
を
置
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
田
辺
は
熊
野
本
宮
領
で
あ

り
、
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
四
月
、
守
護
畠
山
氏
の
勢
力
と
熊
野
本
宮
の
勢

力
と
の
衝
突
が
発
生
し
た
。
こ
の
一
件
は
熊
野
本
宮
方
が
勝
利
し
、
畠
山
氏
が
牟
婁

郡
に
支
配
拠
点
を
置
こ
う
と
し
た
計
画
は
頓
挫
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、「
紀
伊
国

　
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
十
二
月
三
日
付
「
湯
河
光
種
注
進
状
」
で
は
、
幕
府
方

と
し
て
「
残
留
紀
州
抽
忠
節
分
」
の
中
に
「
安
宅
　
安
宅
備
後
権
守
　
安
宅
三
河
権

守
」
と
、
安
宅
一
族
の
名
が
見
え
（
（1
（

る
。
一
方
「
安
宅
文
書
」
に
は
、
正
平
十
四
年

（
一
三
五
九
）
八
月
三
日
付
安
宅
備
後
守
宛
「
後
村
上
天
皇
綸
旨
」
や
、
正
平
十
七

年
（
一
三
六
二
）
十
二
月
一
日
付
安
宅
備
後
守
宛
「
源
某
宛
行
状
」
の
よ
う
に
、
南

朝
の
発
給
し
た
文
書
も
見
え
（
（1
（

る
。
時
系
列
に
沿
っ
て
史
料
を
並
べ
て
み
る
と
、
わ
ず

か
三
年
あ
ま
り
の
間
に
、
安
宅
備
後
守
頼
藤
は
、
南
朝
→
幕
府
（
北
朝
）
→
南
朝
と

立
場
を
変
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
南
朝
年
号
の
文
書
が
見
ら
れ
る
の

は
、
こ
の
二
通
が
い
ず
れ
も
阿
波
に
関
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
阿
波
守
護
の
従
兄

弟
細
川
清
氏
が
南
朝
方
だ
っ
た
た
め
と
見
ら
れ
て
い
（
（1
（

る
。
以
下
に
私
見
を
示
し
て
み

た
い
。

　
南
北
朝
時
代
に
武
士
団
は
大
き
く
姿
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
観
応
の
擾
乱
を
機

に
武
士
団
は
、
各
地
に
散
在
す
る
所
領
を
、
庶
子
に
任
せ
る
な
ど
し
て
切
り
離
し
て

い
き
、
惣
領
制
が
崩
壊
し
た
と
さ
れ
る
。
安
宅
氏
の
場
合
も
例
に
漏
れ
ず
、
紀
伊
と

淡
路
の
所
領
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
紀
伊
安
宅
氏
の
当

主
備
後
守
頼
藤
は
、
阿
波
の
所
領
の
支
配
権
を
取
り
戻
す
た
め
、
あ
え
て
南
朝
に
接

近
し
た
の
で
は
な
い
か
。
水
軍
領
主
安
宅
氏
と
す
れ
ば
、
自
己
の
権
利
を
守
る
た
め

に
、
幕
府
方
と
南
朝
方
の
顔
を
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

安
宅
備
後
守
頼
藤
の
試
み
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
し
く
、
紀
伊
の
安
宅
氏
と
阿

波
の
安
宅
氏
は
別
々
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
の
小
山
氏
は
、
弘
和
三
年
（
一
三
八
三
）
に
至
っ
て
も
南
朝
方
で
あ
っ
た
。

小
山
氏
は
、
守
護
山
名
氏
・
大
内
氏
が
紀
伊
支
配
を
進
め
る
過
程
で
、
守
護
被
官
に

な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
前
出
の
「
も
り
あ
け
の
左
衛
門
次
郎
田
地
売
券
」
が
北

朝
年
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
山
氏
は
こ
の
時
期
ま
で
に
は
幕
府
方
に
帰
参
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
明
徳
の
乱
後
紀
伊
守
護
に
就
任
し
た
大
内
義
弘
は
、
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
十

一
月
十
五
日
、
小
山
八
郎
に
「
紀
州
印
南
本
郷
地
頭
職
」
を
宛
行
っ
て
い
（
（1
（
る
。
大
内
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川
」
氏
と
同
族
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
宅
・
周
参
見
氏
は
牟
婁
郡
の
領
主

で
あ
る
。
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
の
か
。

　
山
本
氏
・
湯
川
（
湯
河
）
氏
は
、
幕
府
直
属
の
国
人
で
、
奉
公
衆
で
あ
っ
（
（1
（

た
。
安

宅
・
周
参
見
氏
の
立
場
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
十

二
月
三
日
付
「
湯
河
光
種
注
進
状
」
に
、
幕
府
に
対
し
て
「
紀
州
抽
忠
節
分
」
と
し

て
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
武
士
で
あ
っ
た
。「
湯
河
光
種
注
進
状
」
よ
り
、
安
宅

氏
・
周
参
見
氏
は
、
南
北
朝
期
よ
り
湯
河
氏
と
と
も
に
幕
府
方
と
し
て
活
動
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
湯
河
光
種
注
進
状
」「
熊
野
詣
日
記
」
の
記
載
よ
り
、

安
宅
氏
・
周
参
見
氏
が
幕
府
方
と
し
て
史
料
に
名
前
が
見
え
る
と
き
は
、
湯
河
氏
と

一
緒
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
よ
り
、
奉
公
衆
湯
河
氏
が
、
幕
府
と

安
宅
氏
・
周
参
見
氏
の
間
を
取
り
次
い
で
い
た
と
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
安
宅
・
周
参

見
は
、
幕
府
直
属
の
国
人
と
考
え
た
（
（1
（

い
。

　「
熊
野
詣
日
記
」
に
北
野
殿
一
行
の
下
に
伺
候
し
た
安
宅
・
周
参
見
氏
は
幕
府
直

属
の
国
人
で
あ
っ
た
。
一
方
小
山
氏
は
、
守
護
被
官
と
な
っ
た
国
人
で
あ
っ
た
。
そ

の
違
い
が
北
野
殿
一
行
の
下
に
伺
候
す
る
か
し
な
い
か
の
差
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。

　
小
山
氏
が
守
護
被
官
の
国
人
で
あ
る
こ
と
を
、
次
に
史
料
を
示
し
て
考
証
し
て
み

た
い
。去

十
日
、
切
目
出
陣
候
由
注
進
候
、
弥
被
致
忠
節
候
者
、
河
令
悦
喜
候
、
委
細

愛
洲
民
部
少
輔
可
申
候
、
謹
言

　
　
　
　
十
一
月
廿
日�

義
夏
（
花
押
）

　
　
　
　
　
小
山
八
郎
（
（1
（
殿

　
書
状
の
発
給
者
「
義
夏
」
は
、
花
押
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
後
の
畠
山
義
就
で
あ

る
。
小
山
八
郎
は
小
山
長
次
と
見
ら
れ

（
（1
（
る
。
書
状
の
年
代
は
、
筆
者
が
以
前
考
証
し

た
よ
う
に
、
畠
山
氏
の
家
督
紛
争
に
関
し
た
も
の
な
の
で
、
享
徳
三
年
（
一
四
五

人
裏
返
守
護
勢
打
負
」
と
『
看
聞
日
記
』（
大
日
本
古
記
録
）
応
永
二
十
五
年
四
月

二
十
四
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
初
守
護
方
だ
っ
た
国
人
が
、
熊
野
本
宮

に
与
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
応
永
年
間
に
至
っ
て
も
、
守
護
畠
山
氏
に
よ
る
紀

南
の
武
士
の
組
織
化
が
、
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
（
（1
（
る
。

　「
久
木
小
山
家
文
書
」【
九
号
】
に
は
、
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
十
一
月
一

日
付
「
遊
佐
家
久
遵
行
状
」
が
見
え
る
。
こ
の
遵
行
状
で
「
三
栖
庄
内
長
瀬
事
」
を

「
為
鮎
河
村
地
頭
職
半
分
之
替
」
と
し
て
宛
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
鮎
河
八
郎
左
衛

門
家
長
で
あ
っ
て
、
小
山
氏
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
遵
行
状
が
「
久
木
小
山
家
文

書
」
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
小
山
氏
が
鮎
河
村
に
権
利
を
有
し
て
い
た
た
め
と
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
奥
郡
守
護
代
遊
佐
家
久
の
遵
行
状
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
応
永
二

十
五
年
（
一
四
一
八
）
の
守
護
畠
山
氏
と
熊
野
本
宮
の
抗
争
に
際
し
て
、
久
木
小
山

氏
が
守
護
畠
山
氏
方
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
応
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
の
熊
野
本
宮
と
守
護
畠
山
氏
の
衝
突
で
、
守
護
方

が
敗
北
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
守
護
畠
山
氏
は
牟
婁
郡
に
拠
点
を
築
く
こ
と
は
断
念

し
た
ら
し
い
。「
熊
野
詣
日
記
」（『
那
智
叢
書
』）
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
九

月
二
十
五
日
条
に
は
、
田
辺
を
「
熊
野
の
神
領
也
」
と
記
し
て
い
る
。「
熊
野
詣
日

記
」
は
、
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
に
、
足
利
義
満
の
側
室
北
野
殿
一
行
が
熊

野
詣
を
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
幕
府
の
関
係
者
が
熊
野
詣
を
行
っ
た
と
言
う
こ
と

は
、
紀
南
の
情
勢
が
安
定
し
て
い
た
証
左
で
あ
る
。

　「
熊
野
詣
日
記
」
応
永
三
十
四
年
（
一
四
二
七
）
九
月
二
十
六
日
条
に
は
、
牟
婁

郡
一
の
瀬
で
北
野
殿
一
行
に
「
ま
い
ら
す
る
方
々
」
と
し
て
、「
山
本
・
は
し
の
湯

川
・
あ
た
き
・
す
さ
み
な
り
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
七
日
条
に
は

「
お
く
の
湯
川
の
子
、
御
む
か
へ
に
ま
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
熊
野

詣
日
記
」
に
は
、
小
山
氏
の
名
前
が
見
え
な
い
。
次
に
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
み
た

い
。

　
山
本
氏
は
牟
婁
郡
一
の
瀬
の
領
主
で
あ
る
。「
は
し
の
湯
川
」
氏
は
日
高
郡
小
松

原
の
領
主
で
あ
り
、「
お
く
の
湯
川
」
氏
は
牟
婁
郡
道
湯
川
の
領
主
で
、「
は
し
の
湯
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た
。
こ
の
戦
い
に
対
す
る
畠
山
持
国
の
感
状
が
、
九
月
八
日
付
で
小
山
九
郎
に
宛
て

て
発
給
さ
れ
て
い
（
（2
（
る
。

　
後
南
朝
の
活
動
は
紀
伊
で
も
活
発
化
し
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
に
は
田
辺
を

攻
撃
し
た
。
そ
の
際
小
山
氏
は
、
守
護
畠
山
持
国
の
軍
勢
の
一
員
と
し
て
後
南
朝
と

戦
い
、
同
年
閏
十
月
四
日
、
畠
山
持
国
か
ら
感
状
を
送
ら
れ
て
い
（
（2
（

る
。
永
享
か
ら
宝

徳
年
間
に
か
け
て
の
幕
府
対
後
南
朝
の
戦
い
に
、
小
山
氏
は
守
護
畠
山
氏
の
軍
事
動

員
を
受
け
て
出
陣
し
て
い
る
。
元
南
朝
方
で
あ
っ
た
小
山
氏
が
、
後
南
朝
と
の
戦
い

に
一
貫
し
て
守
護
の
動
員
を
受
け
て
出
陣
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
紀
伊
で
は
守

護
畠
山
氏
の
支
配
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
次
に
、
享
徳
年
間
の
畠
山
氏
の
内
訌
か
ら
応
仁
の
乱
の
頃
に
か
け
て
の
紀
南
国
人

の
動
向
を
見
て
い
こ
う
。
前
節
で
述
べ
た
が
、
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）、
畠
山
持

国
の
跡
目
を
巡
っ
て
畠
山
義
夏
（
義
就
）
と
弥
三
郎
政
久
の
確
執
が
表
面
化
し
た
。

こ
れ
に
際
し
て
小
山
八
郎
は
、
同
年
十
一
月
十
日
に
持
国
・
義
就
に
与
し
て
日
高
郡

切
目
に
出
陣
し
た
こ
と
を
た
た
え
る
、
十
一
月
二
十
日
付
畠
山
義
就
書
状
を
得
て

い
（
（2
（

る
。
小
山
氏
が
持
国
・
義
就
方
で
出
陣
し
た
理
由
は
、
畠
山
持
国
が
正
守
護
で
あ

り
、
分
国
の
支
配
機
構
を
掌
握
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
小
山
氏
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
九
月
、
京
都
で
の
戦
局
に
展
望
を
見
い
だ
せ
な
く
な

っ
た
畠
山
義
就
は
、
河
内
に
下
向
し
、
実
力
で
分
国
を
支
配
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

義
就
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
十
一
月
か
ら
翌
九
年
に
か
け

て
、
畠
山
義
就
方
が
政
長
方
に
対
し
、
三
栖
な
ど
田
辺
周
辺
で
攻
勢
を
か
け
て
い

る
。
そ
の
際
、
小
山
八
郎
長
次
は
、
畠
山
政
長
方
の
一
員
と
し
て
出
陣
し
て
い
（
（2
（

る
。

　
以
上
の
事
実
は
、
小
山
氏
が
畠
山
義
就
か
ら
政
長
に
鞍
替
え
し
た
と
言
う
よ
り

は
、
国
人
と
し
て
正
守
護
の
動
員
に
従
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
享
徳
の
内
訌
の
際
は
畠
山
義
就
が
正
守
護
で
あ
り
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）

か
ら
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
の
時
点
で
は
、
畠
山
政
長
が
正
守
護
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

四
）
の
も
の
と
見
ら
れ
（
（1
（
る
。

　
畠
山
持
国
の
健
康
状
態
悪
化
に
伴
う
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
の
家
督
紛
争
に
際

し
て
幕
府
は
、
特
に
軍
事
動
員
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
小
山
八

郎
が
出
陣
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
小
山
氏
は
守
護
被
官
の
国
人
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

　
で
は
、
安
宅
・
周
参
見
氏
の
よ
う
な
幕
府
直
属
の
国
人
と
、
小
山
氏
の
よ
う
な
守

護
被
官
の
国
人
の
差
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
筆

者
は
幕
府
に
帰
参
し
た
時
期
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
安
宅
氏
・
周
参
見
氏
が
幕
府
方
で
あ
る
と
記
さ
れ
た
の
は
、
前
出
の
康
安
元
年

（
一
三
六
一
）
十
二
月
三
日
付
「
湯
河
光
種
注
進
状
」
で
あ
り
、
同
年
十
一
月
の
守

護
畠
山
国
清
・
義
深
兄
弟
の
失
脚
直
後
で
あ
る
。
康
安
元
年
当
時
は
、
守
護
が
失
脚

す
る
と
南
朝
に
帰
参
す
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
紀
伊
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
安
宅
氏
・
周
参
見
氏
等
が
南
朝
に
走
ら
ず
、
幕
府

方
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
が
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
十
二
月
三
日
付
「
湯
河

光
種
注
進
状
」
で
あ
る
。
安
宅
・
周
参
見
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
幕
府
直
属

の
国
人
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
　
畠
山
氏
の
分
裂
抗
争
と
熊
野
水
軍
の
動
向

　
応
永
の
乱
後
、
紀
伊
守
護
職
は
畠
山
氏
の
家
伝
の
職
化
し
た
。
し
か
し
、
十
五
世

紀
半
ば
以
降
、
畠
山
氏
は
将
軍
足
利
義
教
の
家
督
干
渉
が
原
因
と
な
っ
て
、
政
長

流
・
義
就
流
に
分
か
れ
て
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
節
で
は
、
十
五

世
紀
の
紀
南
国
人
の
動
向
を
見
て
い
こ
う
。

　
永
享
年
間
（
一
四
二
九
～
四
一
）
に
な
る
と
後
南
朝
の
活
動
が
活
発
化
し
、
そ
れ

と
関
係
が
深
い
越
智
氏
等
が
大
和
永
享
の
乱
を
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
際
し
て
小
山
氏

は
、
守
護
畠
山
持
国
の
動
員
に
応
じ
て
大
和
に
出
陣
し
た
。
小
山
氏
も
加
わ
っ
た
畠

山
氏
の
軍
勢
は
、
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
八
月
二
十
八
日
に
多
武
峰
を
攻
撃
し
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尚
順
が
尚
慶
と
称
し
た
の
が
、
河
内
高
屋
城
を
攻
略
し
た
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）

以
降
と
考
え
ら
れ
（
（2
（

る
の
で
、
②
③
は
こ
れ
以
降
で
、
卜
山
と
称
す
る
ま
で
の
時
期
で

あ
ろ
う
。
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）、
畠
山
尚
順
は
足
利
義
材
と
共
に
上
洛
を
果
た

し
、
細
川
高
国
政
権
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
京
都
の
情
勢
が
落
ち
着

く
と
、
畠
山
尚
順
は
京
都
の
後
事
を
嫡
子
稙
長
に
託
し
て
永
正
十
三
年
（
一
五
一

六
）
に
は
紀
伊
に
在
国
し
て
い
た
。
卜
山
と
名
乗
っ
た
の
は
紀
伊
在
国
後
と
見
ら
れ

る
の
で
、
①
は
こ
れ
以
降
で
あ
ろ
う
。

　
②
③
の
畠
山
尚
順
の
書
状
に
は
、
幕
府
直
属
の
国
人
で
あ
る
安
宅
氏
関
係
の
名
が

見
え
る
。
②
に
は
「
安
宅
南
要
害
敵
取
懸
及
難
儀
候
」
と
記
さ
れ
、
③
の
書
状
に

は
、
小
山
修
理
亮
と
小
山
弥
八
に
「
安
宅
大
炊
助
」
と
申
し
合
わ
せ
て
忠
節
を
尽
く

す
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
府
直
属
の
国
人
で
あ
る
安
宅
氏
が
、

畠
山
尚
順
の
配
下
に
入
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
応
の
政
変
に
よ

っ
て
、
奉
公
衆
の
結
合
が
崩
壊
し
（
（2
（

た
と
さ
れ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

　
永
正
年
間
に
は
、
畠
山
義
英
の
奉
行
人
が
発
給
し
た
文
書
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
（
（2
（

る
。
一
方
で
、
畠
山
尚
順
の
書
状
に
は
、
ど
の
よ
う
な
相
手
と
戦
っ
た
の
か
は
っ

き
り
と
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
畠
山
尚
順
が
戦
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
相
手
で
あ
ろ
う
か
。
明
応
四
年
（
一
四
九

五
）
に
畠
山
基
家
方
の
勢
力
が
田
辺
を
攻
撃
し
た
が
、
そ
の
際
、
愛
洲
氏
・
山
本
氏

が
基
家
方
の
軍
勢
の
中
核
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
愛
洲
氏
は
、
畠
山
義
就
に
与
し

て
康
正
年
間
以
降
の
畠
山
氏
の
内
訌
や
応
仁
の
乱
を
戦
っ
た
、
義
就
方
の
有
力
与
党

で
あ
っ
た
。
山
本
氏
は
幕
府
奉
公
衆
で
あ
り
、
明
応
の
政
変
に
よ
っ
て
幕
府
権
力
が

分
裂
し
た
後
も
、
京
都
の
幕
府
を
正
当
と
し
て
、
そ
の
命
令
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
畠
山
尚
順
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
義
就
与
党
に
加
え
て
、
足
利
義
材
方
で
な

い
奉
公
衆
山
本
氏
＝
幕
府
直
属
の
国
人
と
も
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
②
③
の
書
状
が
発
給
さ
れ
た
背
景
で
あ
る
。

　
国
内
に
畠
山
義
就
流
の
勢
力
に
加
え
て
、
尚
順
に
従
わ
な
い
幕
府
直
属
の
国
人
な

　
享
徳
年
間
か
ら
応
仁
の
乱
に
か
け
て
の
畠
山
氏
の
家
督
紛
争
に
際
し
て
小
山
氏

は
、
正
守
護
に
付
く
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
一
時
期
を
除
い
て
正
守
護

が
、
紀
伊
守
護
所
を
押
さ
え
て
い
た
か
ら
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
安
宅
氏
に
関

す
る
史
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
安
宅
氏
は
幕
府
直
属
の
国
人
と
み
ら
れ
る
の

で
、
状
況
と
し
て
は
、
小
山
氏
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
　
戦
国
期
の
紀
南
国
人

　
戦
国
期
、
紀
伊
の
政
治
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
の
が
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）

の
明
応
の
政
変
で
あ
る
。
こ
の
政
変
に
よ
っ
て
、
守
護
畠
山
政
長
が
多
数
の
有
力
内

衆
と
と
も
に
討
ち
死
に
し
、
嫡
子
尚
順
は
紀
伊
へ
逃
れ
た
。
そ
の
結
果
、
紀
伊
は
畠

山
尚
順
が
在
国
し
て
直
接
支
配
す
る
国
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
政
変
で
将
軍
足
利

義
材
（
後
の
義
稙
）
が
追
放
さ
れ
て
義
澄
が
将
軍
と
な
っ
た
が
、
義
材
は
こ
れ
を
認

め
ず
、
将
軍
権
力
が
分
裂
し
た
。
そ
の
結
果
、
畠
山
尚
順
は
足
利
義
材
方
守
護
、
畠

山
基
家
（
義
豊
）
は
足
利
義
澄
方
守
護
と
な
り
、
戦
乱
の
様
相
が
畠
山
氏
の
家
督
紛

争
か
ら
幕
府
権
力
の
分
裂
抗
争
に
変
化
し
た
。

　
紀
伊
は
畠
山
尚
順
が
在
国
し
て
直
接
統
治
す
る
国
と
な
っ
た
が
、
直
ち
に
尚
順
の

支
配
が
軌
道
に
乗
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
紀
伊
国
内
に
は
畠
山
基
家
方
の
勢
力

も
存
在
し
た
た
め
、
各
地
で
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。
紀
南
で
も
断
続
的
に
戦
闘
が
行
わ

れ
た
ら
し
く
、
戦
闘
に
関
す
る
畠
山
尚
順
（
尚
慶
・
卜
山
）
の
書
状
が
「
久
木
小
山

家
文
書
」
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。「
久
木
小
山
家
文
書
」
に
残
る
、
明
応
の
政
変

か
ら
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二
一
）
ま
で
の
畠
山
尚
順
の
書
状
を
、
発
給
さ
れ
た

日
付
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
（
（2
（
る
。

　
①
　
七
月
十
四
日
付
小
山
弥
八
宛
卜
山
書
状
。

　
②
　
七
月
二
十
四
日
付
小
山
弥
八
宛
尚
慶
書
状
。

　
③
　
十
二
月
二
日
付
小
山
修
理
亮
・
小
山
弥
八
宛
尚
慶
書
状
。

　
三
通
と
も
年
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
年
代
は
確
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
畠
山
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走
粉
骨
由
、
相
心
得
可
申
候
、
委
細
者
泰
地
修
理
亮
可
申
旨
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
六
月
八
日�

盛
賢
（
花
押
）

�

長
清
（
花
押
）

　
　
　
　
　
小
山
三
郎
五
郎
（
（3
（

殿

　
守
護
奉
行
人
奉
書
を
発
給
し
た
丹
下
盛
賢
は
、
守
護
家
畠
山
稙
長
の
最
有
力
内
衆

で
あ
り
、
稙
長
に
最
も
重
用
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
内
衆
で
あ
っ
た
。

遊
佐
長
清
は
畠
山
氏
の
守
護
代
家
遊
佐
氏
の
一
族
で
あ
り
、
紀
伊
守
護
代
で
あ
っ
た

と
見
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
永
正
十
七
年
体
制
に
お
い
て
、
守
護
畠
山
稙
長
と
河
内
守

護
代
遊
佐
順
盛
は
、
河
内
・
紀
伊
・
大
和
の
国
を
越
え
て
国
人
勢
力
を
結
集
さ
せ
て

和
睦
さ
せ
た
と
さ
れ
（
（3
（

た
。
翌
十
八
年
に
、
京
都
を
追
放
さ
れ
た
足
利
義
稙
と
結
ん
だ

畠
山
尚
順
が
、
紀
伊
に
再
入
国
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
の
も
、
国
人
勢
力
の
結
集

が
機
能
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
畠
山
稙
長
に
よ
る
国
人
勢
力
の
結
集
は
、
守
護
配
下
の
国
人
ば
か
り
で
な
く
、
奉

公
衆
に
も
及
ん
で
い
た
。
こ
の
連
署
状
の
文
中
に
「
弥
山
本
方
被
申
合
」
と
あ
り
、

奉
公
衆
家
の
山
本
氏
が
畠
山
稙
長
方
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
八
月
十
一
日
付
「
丹
下
盛
賢
・
遊
佐
長
清
連
署
状
」
に
は
、「
為
御
使

被
差
下
玉
置
兵
部
丞
（
（3
（

候
」
と
、
奉
公
衆
家
の
玉
置
氏
が
、
守
護
畠
山
稙
長
の
使
者
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に
拙
著
で
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
畠
山
稙
長
は
奉
公
衆
家

を
も
守
護
権
力
に
取
り
込
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
安
宅
氏
・
小
山
氏
等
紀
南
の
水
軍
領
主
は
、
南
北
朝
期
に
は
い
わ
ゆ
る
熊
野
水
軍

と
し
て
、
国
を
越
え
て
活
発
に
活
動
し
て
い
た
。
し
か
し
、
南
北
朝
の
動
乱
が
収
束

に
向
か
い
、
幕
府
―
守
護
体
制
が
確
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
安
宅
氏
・
小
山
氏
等

は
、
国
を
越
え
て
自
由
に
活
動
す
る
熊
野
水
軍
と
言
う
よ
り
も
、
幕
府
や
守
護
に
組

ど
が
存
在
し
て
い
る
状
況
は
、
細
川
高
国
政
権
成
立
後
も
変
化
が
な
か
っ
た
。
畠
山

尚
順
は
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
紀
伊
国
内
の
状
況
を
打
破
し
、
国
内
を
守
護
の
下
に

一
元
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
畠
山
尚
順
は
、
細
川
高
国
政
権
が
安
定
す
る

と
、
紀
伊
に
在
国
し
て
分
国
の
支
配
体
制
強
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
①
は
そ
の
時

期
の
書
状
で
あ
る
。

　
畠
山
尚
順
に
よ
る
紀
伊
の
支
配
体
制
強
化
は
、「
祐
維
記
抄
」（「
続
南
行
雑
録
」

『
続
々
群
書
類
従
』
三
）
に
は
、
大
和
出
身
の
林
堂
山
樹
が
中
心
と
な
っ
て
、「
熊
野

衆
」
を
登
用
し
て
進
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
①
の
書
状
よ
り
、
小
山
弥
八
が

畠
山
尚
順
方
と
し
て
参
戦
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
熊
野
衆
の
中
に
小
山
氏
が
い
た
と

み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
畠
山
尚
順
の
林
堂
山
樹
を
登
用
し
た
分
国
支
配
強
化

は
、
紀
伊
の
み
な
ら
ず
大
和
・
河
内
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
畠
山
尚
順
の
支

配
強
化
策
は
、
従
わ
な
い
者
の
領
地
を
没
収
し
た
と
さ
れ
る
な
ど
、
か
な
り
強
引
な

方
法
で
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
紀
伊
奥
郡
小
守
護
代
野
辺
慶
景
な
ど
の
在

国
内
衆
や
、
奉
公
衆
湯
河
氏
・
玉
置
氏
、
そ
の
他
紀
伊
・
大
和
国
衆
の
反
発
を
招
い

て
失
敗
し
、
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
八
月
、
畠
山
尚
順
は
紀
伊
か
ら
追
放
さ

れ
、
淡
路
に
没
落
し
（
（2
（

た
。

　
畠
山
尚
順
追
放
の
中
心
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
野
辺
慶
景
は
畠
山
氏
の
有
力
内
衆

で
、
紀
伊
奥
郡
小
守
護
代
で
あ
り
、
湯
河
氏
は
幕
府
直
属
の
奉
公
衆
家
で
あ
っ
（
（2
（

た
。

小
谷
利
明
氏
が
論
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
八
月
の
畠
山
尚

順
の
追
放
は
、
幕
府
権
力
や
畠
山
氏
の
守
護
権
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、「
久
木
小
山
家
文
書
」
に
は
、
畠
山
尚
順
追
放
後
、
日
を
経
ず
し
て
畠

山
稙
長
の
奉
行
人
奉
書
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
の
一
通
を
次
に
示
し
、

検
討
し
て
み
た
い
。

一
瀬
江
諸
勢
取
懸
候
処
合
力
、
其
動
被
思
召
神
妙
候
、
弥
山
本
方
被
申
合
、
堅

固
覚
悟
肝
要
候
、
仍
安
宅
大
炊
助
有
高
武
略
之
義
、
旁
以
被
成
　
御
書
候
、
同

対
俊
次
御
書
可
有
頂
戴
候
、
然
上
者
別
而
大
炊
助
入
魂
此
時
、
属
本
意
候
様
馳
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を
維
持
し
た
ま
ま
、
室
町
期
を
乗
り
越
え
、
戦
国
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
同
氏
「
守
護
畠
山
氏
と
紀
州
『
惣
国
一
揆
』」（
峰
岸
純
夫
氏
編
『
本
願
寺
・
一

向
一
揆
の
研
究
』［
戦
国
大
名
論
集
一
三
］、
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）。

（
2
）
同
氏
「
伊
勢
・
紀
伊
の
海
賊
商
人
と
戦
国
大
名
」（
同
氏
著
『
戦
国
期
の
政
治
経

済
構
造
』
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
九
二
年
）。

（
3
）
同
氏
「
小
山
家
文
書
に
つ
い
て
―
調
査
の
経
緯
と
中
世
文
書
―
」（
同
氏
著
『
日

本
中
世
史
料
学
の
課
題
―
系
図
・
偽
文
書
・
文
書
―
』
一
九
九
六
年
、
初
出
一

九
九
〇
年
）。
な
お
、
中
世
文
書
に
近
世
文
書
、
由
緒
系
譜
、
明
治
年
間
の
書
上

を
含
め
た
「
西
向
小
山
家
文
書
」
は
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
よ

り
、『
紀
州
小
山
家
文
書
』
と
し
て
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

（
4
）
畠
山
義
深
の
立
場
や
動
向
は
、
主
と
し
て
小
川
信
氏
「
畠
山
国
清
の
動
向
と
分

国
の
消
長
」（
同
氏
著
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』
第
三
編
第
二
章
、
一

九
八
〇
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
が
、
畠
山
義
深
の
立
場
は
、
牟
婁
郡

分
郡
守
護
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

（
5
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
畠
山
義
深
感
状
、
一
三
二
号
。
以
下
、
本
稿
で
本
報
告
書

に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
「
小
山
家
文
書
」
を
引
用
す
る
場
合
、
本
報
告
書
で
の

文
書
名
（
本
文
中
で
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
）、
文
書
番
号
の
順
に
記
す
。

（
6
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
畠
山
義
深
宛
行
状
、
一
三
三
号
。

（
7
）『
紀
伊
続
風
土
記
』
所
収
「
小
山
家
文
書
」
七
号
（『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
）。

（
8
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
五
二
号
。

（
9
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
も
り
あ
け
の
左
衛
門
次
郎
田
地
売
券
、
五
四
号
。

（
10
）「
渡
部
家
所
蔵
文
書
」（『
御
坊
市
史
』
第
三
巻
史
料
編
Ⅰ
、
一
九
八
一
年
）。

（
11
）「
安
宅
文
書
」
後
村
上
天
皇
綸
旨
、
二
号
。
源
某
宛
行
状
、
三
号
。

（
12
）
前
出
『
熊
野
水
軍
の
さ
と
―
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
遺
産
―
』
第
二
章
一
。

（
13
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
大
内
義
弘
宛
行
状
、
七
号
。

（
14
）
拙
稿
「
応
永
二
十
五
年
・
熊
野
本
宮
と
守
護
の
抗
争
」（
拙
著
『
中
世
後
期
畿
内

近
国
守
護
の
研
究
』
第
一
部
第
四
章
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）。

（
15
）
福
田
豊
彦
氏
「
室
町
幕
府
の
奉
公
衆
と
御
家
人
」（
同
氏
著
『
室
町
幕
府
と
国
人

一
揆
』
Ⅰ
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）。

織
化
さ
れ
た
国
人
領
主
と
し
て
の
面
が
強
く
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
一
六
世
紀
前

半
の
畠
山
稙
長
の
頃
ま
で
続
い
て
い
く
。

　
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）
の
初
め
、
畠
山
稙
長
は
一
時
河
内
を
追
わ
れ
て

紀
伊
に
在
国
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
畠
山
稙
長
の
分
国
支
配
に
関
す
る
文
書

は
、「
久
木
小
山
文
書
」
を
初
め
と
す
る
「
小
山
家
文
書
」
や
「
安
宅
文
書
」
に
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
稙
長
が
、
紀
伊
の
支
配
体
制
を
強
化
す
る
よ
り
も
、
河
内
復

帰
を
第
一
と
し
た
当
座
の
軍
事
動
員
を
重
視
し
た
か
ら
と
見
ら
れ
る
。
紀
伊
に
お
い

て
は
、
在
地
領
主
や
宗
教
勢
力
の
支
配
に
干
渉
す
る
よ
り
も
、
彼
ら
の
力
を
利
用
し

た
軍
事
動
員
を
行
っ
た
方
が
得
策
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
畠
山
稙
長
は
河
内
に
進
攻
し
、
高
屋
城
を
回
復
し

た
。
そ
の
際
、
紀
南
か
ら
も
多
数
の
軍
勢
が
、
畠
山
稙
長
と
と
も
に
河
内
に
進
攻
し

た
と
『
多
聞
院
日
記
』（
増
補
続
史
料
大
成
）
天
文
十
一
年
三
月
八
日
条
に
記
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
時
、
畠
山
稙
長
か
ら
河
内
復
帰
に
対
す
る
軍
事
動
員
を
求
め

る
文
書
は
、「
小
山
家
文
書
」
に
も
「
安
宅
文
書
」
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る

い
は
、
紀
南
の
国
人
は
動
員
の
対
象
外
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
今
後

の
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
七
〇
）
に
な
る
と
、
小
山
氏
・
安
宅
氏
等
紀
伊

の
水
軍
領
主
は
、
関
東
の
戦
国
大
名
後
北
条
氏
の
水
軍
と
し
て
の
活
動
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
は
幕
府
や
守
護
に
よ
る
、
国
人
領
主
の
統
制
が
弱
体
化
し
た
こ
と
や
、
交

通
路
の
掌
握
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　
幕
府
・
守
護
体
制
下
で
は
、
水
軍
領
主
の
活
動
に
一
定
の
枠
を
は
め
、
そ
の
活
動

を
規
制
し
て
い
た
。
そ
の
代
わ
り
に
水
軍
領
主
に
、
領
主
と
し
て
の
権
利
を
保
障
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
天
文
年
間
以
降
、
将
軍
が
二
度
に
わ
た
り
京
都
を
追
放
さ
れ
る

な
ど
、
幕
府
・
守
護
体
制
が
弱
体
化
す
る
と
と
も
に
水
軍
領
主
に
対
す
る
統
制
が
弱

ま
り
、
小
山
氏
・
安
宅
氏
ら
は
水
軍
領
主
と
し
て
の
自
由
な
活
動
が
復
活
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
幕
府
権
力
に
よ
る
交
通
路
の
掌
握
が
弱
ま
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。
安
宅
氏
・
小
山
氏
等
は
、
南
北
朝
期
以
来
の
水
軍
領
主
と
し
て
の
本
質
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一
九
九
〇
年
）。
な
お
、
本
稿
の
畠
山
氏
内
衆
の
人
名
比
定
、
お
よ
び
役
職
は
こ

の
拙
稿
に
よ
る
た
め
、
特
に
注
記
は
し
な
い
。

（
30
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
畠
山
稙
長
奉
行
人
丹
下
盛
賢
・
遊
佐
長
清
連
署
状
一
四
五

号
。

（
31
）
小
谷
利
明
氏
前
注
（
28
）
論
文
。

（
32
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
畠
山
稙
長
奉
行
人
丹
下
盛
賢
・
遊
佐
長
清
連
署
状
、
一
四

六
号
。

（
16
）
国
人
身
分
の
定
義
や
幕
府
直
属
の
国
人
に
関
す
る
定
義
は
、
吉
田
賢
司
氏
の
研

究
に
よ
る
。
同
氏
「
室
町
期
の
権
力
編
成
に
お
け
る
特
質
」（
同
氏
著
『
室
町
幕

府
軍
制
の
構
造
と
展
開
』
序
論
第
二
章
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。

（
17
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
畠
山
義
夏
（
義
就
）
書
状
、
一
三
四
号
。
な
お
、
同
日
付

で
同
文
の
「
小
山
隼
人
」
に
宛
て
た
畠
山
義
夏
の
書
状
が
、「
神
宮
寺
小
山
家
文

書
」
二
号
（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
三
号
で
は
三
号
文
書
、

二
〇
一
七
年
）
に
見
え
る
。
こ
れ
は
小
山
氏
一
族
が
、
正
守
護
の
動
員
に
従
っ

た
証
と
言
え
よ
う
。

（
18
）
小
山
八
郎
の
人
名
比
定
は
、
前
出
『
日
置
川
町
史
』
に
よ
る
。
そ
の
他
本
稿
に

お
け
る
、
小
山
氏
の
人
名
比
定
は
、
同
書
に
よ
る
。

（
19
）
拙
稿
「
畠
山
氏
の
内
訌
と
紀
伊
」（
前
出
拙
著
第
二
部
第
二
章
、
初
出
一
九
八
九

年
）。
な
お
、
こ
の
拙
稿
よ
り
本
稿
に
引
用
し
た
部
分
は
、
特
に
注
記
し
な
い
こ

と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
20
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
畠
山
持
国
感
状
、
二
四
号
。

（
21
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
畠
山
徳
本
（
持
国
）
感
状
、
二
五
号
。

（
22
）
前
注
（
17
）
参
照
。

（
23
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
神
保
長
誠
書
状
、
一
四
二
号
。

（
24
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
①
一
三
六
号
。
②
一
三
七
号
。
③
一
三
八
号
。

（
25
）
畠
山
尚
順
が
尚
慶
と
改
名
し
た
こ
と
に
関
す
る
研
究
は
、
久
保
尚
文
氏
「
守
護

畠
山
尚
慶
の
一
字
書
出
と
花
押
」（
同
氏
著
『
越
中
中
世
史
の
研
究
　
室
町
・
戦

国
時
代
』、
一
九
八
三
年
）
が
存
在
す
る
。
久
保
氏
は
、
明
応
七
年
（
一
四
九

八
）
に
畠
山
尚
順
か
ら
尚
慶
に
改
名
し
た
と
推
定
し
た
。
畠
山
尚
順
の
改
名
時

期
を
確
定
で
き
る
確
実
な
史
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
畠
山
尚
順
を

取
り
巻
く
状
況
か
ら
勘
案
し
て
、
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
の
河
内
進
攻
時
に

改
名
し
た
と
考
え
て
い
る
。

（
26
）
注
（
15
）
福
田
豊
彦
氏
前
掲
書
。

（
27
）「
久
木
小
山
家
文
書
」
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
三
月
十
二
日
付
、
畠
山
義
英
奉

行
人
盛
秀
・
康
綱
連
署
奉
書
写
、
一
五
号
。

（
28
）
小
谷
利
明
氏
「
畠
山
稙
長
の
動
向
」（
矢
田
俊
文
氏
編
『
戦
国
期
の
権
力
と
文

書
』
二
〇
〇
四
年
）。
な
お
、
本
文
中
の
「
小
谷
利
明
氏
の
研
究
」
は
、
こ
の
論

文
を
指
す
。

（
29
）
拙
稿
「
紀
伊
守
護
家
畠
山
氏
の
支
配
体
制
」（
前
出
拙
著
第
一
部
第
二
章
、
初
出
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